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5月18日（土）10：00～14：00

次の方々から貴重な
資料をいただきました。

ありがとうございました。

　

舩坂芳助さん（東京都）
版画　１３点

東海地方を活動拠点とする数十名の作家たち
が森の中で様々な実験的な制作・作品展示を
行います。館内では企画展示「今と明日」を開
催します。

4月28日（日）～ 4月30日（火・祝）　●会　期

●会　場 敷地内野外・エントランスホール

＊オープニングパーティー＊

●日時
4月 28日（日）13：00～15：00
●会場

●日時

●集合場所

生活体験館「まゆの家」

＊アートトレッキングツアー＊

4月30日（火・祝）

工芸室前テラス 

参加
無料

参加
無料

第19回「春・朗読の一日」

「春・朗読の一日」は自分たちのスタイルで表現す
る朗読を行い、参加者全員で楽しむ催しです。この
機会にぜひ文化の森へお集まりいただき、朗読三
昧の一日を味わってください。

みのかも文化の森1階にある情報コーナーをご存知ですか？
ここには、自然、歴史、美術などミュージアムに関する図書や地域に関
する資料、雑誌などが置いてあり、来館される方に自由に閲覧いただ
いています。
2000冊ほどの図書は、気軽な読み物や参考図書などで、文化の森で
は少しずつ新しいものに入れ替えをしています。
このたび、伊深町で約40年間読書活動をされていた「伊深親子文庫」
から図書充実のために寄付金をいただきましたので、それを活用し
100冊ほど購入しました（さらに3月末までに200冊ほど購入予定）。
ありがとうございました。
多くのみなさんのご利用をお待ちしています。

4月21日（日）10：00～17：00　　●日　時

●会　場 緑のホール 入場無料

入場無料

渡邉峰夫さん（可児市）
安藤真司作　版画１点

春・朗読の一日の様子

山岡光彦さん（本郷町）
断層写真

白川町社会教育課（白川町）
チョウ標本

なかしまりょうたさん（山之上町）
昆虫（タガメ）

　

光徳寺（下米田町）
瑠璃光薬師如来坐像他４件

山出勝治さん（京都市）
屏風「比良暮雪」

森俊郎さん（古井町）
岡本一平画　４幅

小田島寛人さん（伊深町）
古文書２２８件

村瀬正成さん（可児市）安藤志郎さん（川合町）
哺乳類頭骨等標本自然史スライド

佐野 綾目さん（伊深町）
着物

佐合 たゑさん（小山）
ひな人形

渡邊 剛さん（関市）
下向きランプ

佐々木理衣さん（下米田町）
人形

高島 路子さん（西町） 河村 具美さん（伊深町）
ワタノミトリキ

後藤 靖子さん（森山町）
はねつきのハネほか

仙波瑞姫「匂う木」 布 2018年

情報コーナーの様子

新着図書の一部

f o r u m  ＆  e v e n t ●日時 ●会場 ●内容

研修室
企画展示室

5月 12 日（日）
13：30 ～ 15：00「仏像のおしゃれ衣装

～瑞林寺の仏像を中心として～」

集合場所　
瑞林寺駐車場
（蜂屋小学校西側）

蜂屋大仏などの文化財や庭園を巡り、お茶をいただきながらお話を聞きます。
講師：尾崎宗範氏（瑞林寺住職）　参加料：300円（お茶代込）　定員：20名

ミュージアムフォーラム

5 月 25 日（土）
13：30 ～ 15：00

瑞林寺周辺のさまざまな史跡を歩いて散策します。
参加料：無料　申し込み方法：当日13：00より受付　定員：20名
直接、瑞林寺駐車場（蜂屋小学校西側）へお越しください。

集合場所　
瑞林寺駐車場
（蜂屋小学校西側）

「謎の寺大興寺と
　　　周辺の史跡を歩く」

ミュージアムイベント①
「瑞林寺のお庭めぐり」

ミュージアムイベント②

仏像の服装を実演しながら、瑞林寺の仏像を紹介します。
講　師　山崎隆之氏（愛知県立芸術大学名誉教授）
参加料：無料　申し込み方法：当日13：00より受付　定員：42名

4 月 28 日（日）
13：30 ～ 15：00

ミュージアムトーク 四季を食べる講座～文化財を見るたのしみ～ 当館学芸員が展示解説をします。
① 4月21日（日）14:00～（20分程度） ② 4月26日（金）14:00～（20分程度）

「文化の森の柿茶会」
瑞林寺の柿茶会を文化の森バージョンで開催します。　会場：まゆの家

申し込み方法：本紙中面『事前申し込みについて』をご覧ください。
　　　　　　【申込期間　4月2日～4月18日】

申し込み方法：本紙中面『事前申し込みについて』をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　【申込期間　4月10日～4月24日】

ミズマクラ

図書が充実した情報コーナーを
ぜひご利用ください。

もともと日本にあったタンポ
ポ、外国からきたタンポポな
ど、日本には20を超える種類
のタンポポの仲間がありま
す。種類によってタネの大き
さも異なりますので、見比べ
てみてくださいね。
風に乗ってふわりふわりと新
しい場所を求めて飛び立ち
ます。

タンポポの仲間の綿毛
　　　　　　 （キク科）

 4月20日        ～ 6月 2日
4月22日、5月 7日、13日、20日、27日会期中の休館日

企画展示室・美術工芸展示室 一般 200円
※5/12（日）・18（土）は国際博物館の日を記念して無料です。

高校生以下

渡辺崇≪瑞林寺≫ 2019年

●会　期

●会　場

美濃太田駅北口発
　９：５９
１１：２９
１４：２８
１６：０６

１０：０７
１１：３７
１４：３６
１６：１４

１０：２５
１１：５５
１４：５４
１６：３２

１０：３４
１２：０４
１５：０３
１６：４１

美濃太田駅北口着文化の森着 文化の森発

JR美濃太田駅北口より乗車（約8分）、「文化の森」下車（12/31～1/2は運休）
文化の森・公園線（平日休日共通ダイヤ・関係分のみ）
行き 帰り

ぎふ清流里山公園

運 賃／一般 100円　中学生以下 無料
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホームページをご覧ください 
　http://aiai-bus.com/

■あい愛バス

鉄　　道／JR名古屋駅より美濃太田駅まで東海道本線・高山本線経由
　　　　  特急「ひだ」で約40分、駅北口より徒歩約17分
自動 車／東海環状自動車道美濃加茂ＩＣより約５分、駐車場174台

■交通

■ご利用のご案内

■3月・4月・5月・6月の休館日
3月 4日、11日、18日、25日、4月 1日、 8日、15日、22日     
5月 7日、13日、20日、27日、6月 3日、10日、17日、24日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00まで）
月曜日（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

開館時間

休   館   日

〒505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋3299-1
TEL.0574-28-1110　FAX.0574-28-1104
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/

龍雲山瑞林寺は、文明年間に開かれた臨済宗妙心寺派の寺院で、今年は創建開山である
仁済宗恕（じんさいそうじょ）が亡くなってから500年の記念の年にあたります。仁済は
幼くして、岐阜の瑞龍寺の悟渓宗頓（ごけいそうとん）のもとに入門、修行を積みます。
悟渓は、美濃に京都の禅宗の流れを広めようと尽力した僧で、やがて弟子たちがその礎
を築きます。その中で蜂屋村（現美濃加茂市蜂屋町）に建立されたのが瑞林寺です。
瑞林寺の木造弥勒仏坐像（県重要文化財）は、仏頭部分が兵火をのがれ密かに守られたと
伝わるもので、1698（元禄11）年に胴体部分が作られ再造立されました。
美濃加茂市の特産物である蜂屋柿は、瑞林寺と縁が深く、ときの権力者に献上して「柿
寺」の称号と寺領を賜った歴史があります。「柿寺瑞林寺」の歌の歌詞に、「白柿一つ米一
升」とあるように、村は諸役免除の特典を得ていました。
近代に入ると観光ブームの中で、美濃を代表する名所として新聞社に選定され、広く紹
介されます。また戦中は集団疎開してきた子どもたちを受け入れ、社会的役割を担いま
した。
本展では、長い歴史の中で信仰の場にとどまらず、政治的、文化的な拠点としての役割
を果たしてきた瑞林寺に伝わる古文書や文化財を紹介します。

2019年
土 日

MUSEUM     NEWS みのかも文化の森

入場料

参加無料（ただし企画展への入場料が必要です）

定員：20名 

参加料：500円　

①13：00～14：30
②15：00～16：30

無料かるちすとくらぶ会員

 500年 はるかな旅展の

みのかもannual 2019 ー明日をやるー

瑞林寺




